
『経覚私要紗』の茶

『経覚私要紗』の茶

中村修也

Tea historical materials seen 

“Kyohgaku-shiyohshoh"経覚私要紗

Shuya Nakamura 

1 examined the record in the Muromachi age on the tea. It is 

historical materials of Kyohgaku-shiyohshoh W経党私要紗~. The 

result showed that bath and tea party“林間茶湯" were not 

being set in the tea between forests. And， the work of which the 

Furuichi-family“古市一族"was important was a1so proven in 

the culture of the tea of Nara. Especially 古市澄胤 was

important， and the culture of the tea was made to develop by his 

cultural property more. In the future， it is necessary to study the 

Furuichi-family more well-informed. 
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は
じ
め
に

ヨ語と文化第15号

茶
の
湯
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
の
千
利
休
以
降

の
研
究
が
主
体
で
、
そ
れ
以
前
の
研
究
は
数
え
る
ほ
ど
し
か

な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
林
屋
辰
三
郎
氏
の
『
図

録
茶
道
史
』
(
一
九
六
二
年
、
淡
交
新
社
)
や
『
図
説
茶
道
大

系
2

茶
の
文
化
史
』
(
角
川
書
居
、
一
九
六
二
年
)
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
芳
賀
幸
四
郎
『
わ
び
茶
の
研
究
』
(
一

九
七
八
年
、
淡
交
社
)
、
村
井
康
彦
氏
の
『
茶
の
文
化
史
』
(
一

九
七
九
年
、
岩
波
書
底
)
、
熊
倉
功
夫
氏
の
『
茶
の
湯
の
歴
史

千
利
休
ま
で
』
(
一
九
九

O
年
、
朝
日
新
聞
社
)
と
い
っ
た
茶

の
湯
通
史
の
項
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
中
で
、
永
島
福
太
郎
氏
の
一
連
の
珠
光
研
究
は
、
室
町

末
期
の
茶
道
史
を
代
表
す
る
研
究
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

永
島
氏
の
研
究
は
、
わ
ぴ
茶
の
創
始
者
と
し
て
の
珠
光
研

究
に
主
題
が
あ
り
、
そ
の
関
係
の
中
で
奈
良
の
土
豪
で
あ
る

古
市
播
磨
澄
胤
の
検
討
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
「
わ

び
茶
」
の
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
な
「
飲
茶
」

へ
の
関
心
は
薄
い
。
そ
の
中
で
、
古
市
氏
が
行
っ
た
「
林
間

文教大学

茶
湯
」
が
民
衆
的
喫
茶
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
論
で
は
、
「
林
間
茶
湯
」
の
再
検
討
を
す
る
と
同
時
に
、

室
町
末
期
の
奈
良
の
茶
の
状
況
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

以
前
に
大
乗
院
別
当
尋
尊
の
日
記
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

に
描
か
れ
た
茶
を
概
観
し
た
が
、
今
回
は
同
じ
く
大
乗
院
の

別
当
を
務
め
た
安
位
寺
経
覚
の
記
録
を
と
り
あ
げ
た
い
。
経

覚
の
日
記
で
あ
る
『
経
覚
私
要
紗
』
と
尋
尊
の
そ
れ
と
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
は
、
室
町
末
期
の
文
化
を
理
解
す
る
う
え

で
非
常
に
興
味
深
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

『
経
覚
私
要
紗
』
は
応
永
二
十
二
年
(
一
四
一
五
)
十
月

一
日
よ
り
筆
を
起
こ
し
て
、
経
覚
が
亡
く
な
る
前
年
の
文
明

四
年
(
一
四
七
二
)
ま
で
の
五
十
八
年
間
の
記
事
が
書
き
記

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
寛
正
五
年

十
月
二
十
九
日
ま
で
で
あ
る
(
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
行
、

史
料
纂
集
、
既
刊
六
冊
)
。
本
来
、
本
文
に
当
た
っ
て
全
文
を

検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
翻
刻
さ
れ
て
い
る
寛
正

五
年
ま
で
の
検
討
に
と
ど
め
、
後
日
を
期
し
た
。

ま
た
本
論
で
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
引
用
史
料
は
『
経

-174一
(13) 



覚
私
要
紗
』
(
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
行
)
に
よ
る
も
の
と
す

る。

一
、
経
覚
と
古
市
家

『結党私要紗』の茶

経
覚
は
応
永
二
年
(
一
三
九
五
)
十
一
月
六
日
に
関
白
九

条
経
教
の
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
安
位
寺
殿
・
後
五
大

院
殿
と
も
号
し
た
。
こ
こ
で
経
覚
の
来
歴
に
つ
い
て
「
後
五

大
院
殿
御
伝
」
に
し
た
が
っ
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

経
覚
は
、
応
永
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日
、
十
三
歳
の
時

に
出
家
し
、
大
乗
院
の
大
僧
正
孝
円
の
弟
子
と
な
り
、
翌
十

五
年
十
二
月
二
十
四
日
、
東
大
寺
に
お
い
て
受
戒
し
て
い
る
。

同
十
七
年
三
月
二
十
六
日
に
は
師
孝
円
が
入
滅
し
、
同
年
十

一
月
十
六
日
に
経
覚
が
大
乗
院
門
跡
と
な
っ
て
い
る
。
同
二

十
二
年
少
僧
都
、
同
二
十
三
年
大
僧
都
と
昇
進
し
、
同
三
十

三
年
に
は
興
福
寺
の
別
当
と
な
っ
て
い
る
。
永
享
三
年
(
一

四
三
一
)
に
興
福
寺
別
当
に
再
任
し
た
時
、
大
僧
正
に
任
ぜ

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
経
覚
は
多
く
の
寺
院
に
入
っ
て
い
る
。
永
享
十

年
八
月
七
日
に
己
心
寺
に
入
る
が
、
上
意
を
得
る
こ
と
が
出

来
ず
、
五
日
後
の
十
二
日
に
立
野
に
移
り
、
嘉
吉
元
年
(
一

四
四
一
)
二
月
十
日
に
尋
尊
が
新
門
主
と
し
て
大
乗
院
門
跡

と
な
る
に
従
い
、
経
覚
も
同
年
十
月
二
日
に
隠
居
し
て
同
月

八
日
に
己
心
寺
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
十

一
月
十
五
日
に
は
己
心
寺
よ
り
禅
定
院
に
移
り
、
文
安
二
年

(
一
四
四
五
)
に
安
位
寺
に
入
御
し
て
安
位
寺
殿
と
号
す
る
よ

う
に
な
る
。
さ
ら
に
同
四
年
四
月
十
三
日
に
は
安
位
寺
よ
り

古
市
の
迎
福
寺
に
移
り
、
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
八
月
二

十
七
日
に
入
滅
す
る
ま
で
、
こ
の
迎
福
寺
に
住
す
る
こ
と
と

な
る
。い
さ
さ
か
細
か
く
経
覚
の
履
歴
を
追
っ
た
が
、
注
目
し
た

い
の
は
文
安
四
年
に
経
覚
が
古
市
に
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
経
覚
と
古
市
一
族
と
の
関
係
が
明
確

に
読
み
取
れ
る
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
九
月
二

十
日
条
に
よ
る
と
、
経
覚
は
料
所
を
古
市
家
に
預
け
て
い
る
。

一
、
後
五
大
院
御
料
所
事
、
古
市
在
所
ニ
各
可
致
其
沙

汰
之
曲
、
諸
口
井
諸
座
(
庄
)
薗
可
下
知
之
由
、
奉
行

三
人
消
賢
、
慶
舜
、
泰
弘
召
之
仰
付
之
、
定
使
慶
力
慶

-173ー
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文教大学言語と文化第15号

万
定
之
丁
、
(
後
略
)

こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
経
覚
と
古
市
家
と
は
深

い
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
経
覚
の
臨
終
の
前
後
の
記
事
を

見
て
も
わ
か
る
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
八
月
二

十
六
日
の
記
事
を
み
よ
う
。

て
予
令
参
安
位
寺
殿
、
於
筑
前
守
(
長
田
家
則
)
在

所
、
色
々
古
市
ヨ
リ
申
合
之
、
御
葬
礼
以
下
御
仏
事
大

儀
事
、
御
跡
様
、
九
条
家
門
事
等
也
、
料
所
注
文
等
書

之
、
古
市
ニ
令
取
納
、
可
進
上
之
由
仰
了
、
畏
入
云
々
、

則
借
下
等
事
仰
付
之
、
予
帰
禅
定
院
了
、

尋
尊
が
経
覚
の
危
篤
を
聞
い
て
迎
福
寺
に
駆
け
つ
け
た
。

そ
し
て
長
田
家
則
邸
に
お
い
て
、
経
党
入
滅
後
の
葬
儀
や
仏

事
に
つ
い
て
古
市
と
相
談
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
料
所
に

つ
い
て
も
、
先
の
九
月
二
十
日
条
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
書

類
を
取
り
揃
え
て
古
市
氏
が
取
り
納
め
る
よ
う
に
段
取
り
を

つ
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
臨
終
後
の
諸
事
に
つ
い
て
一
応

の
整
理
を
指
示
し
た
上
で
、
尋
尊
は
神
定
院
に
帰
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
翌
二
十
七
日
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ

て
い
る
。

て
辰
初
御
入
滅
之
由
、
泰
坊
・
泰
弘
来
申
、
則
午
時

内
々
儀
ニ
テ
、
己
心
寺
へ
恋
出
申
、
御
板
興
、
御
共
細
々

儀
也
、
上
下
風
情
也
、
古
市
小
衣
ニ
テ
一
族
等
悉
以
召

具
参
申
、
其
帰
ニ
此
院
ニ
参
申
、
二
千
定
引
違
事
仰
之
、

可
進
上
云
々
、

葬
礼
日
次
事
、
相
尋
幸
徳
井
三
位
(
友
重
)
、
廿
九
日
申

時
成
時
云
々
、
申
時
可
然
旨
古
市
申
入
之
、
御
共
等
事
、

可
相
催
之
曲
、
仰
泰
坊
了
、
安
位
寺
殿
御
座
古
市
事
、

去
文
安
四
年
四
月
十
三
日
よ
り
、
至
当
年
二
十
七
年
也
、

此
間
ニ
寺
務
二
箇
度
也
、
寺
務
事
昨
日
辞
退
由
、
仰
公

文
目
代
所
々
相
触
之
、
今
日
文
入
滅
子
細
、
以
書
状
申

遺
権
別
当
方
了
、
悦
入
云
々
、

「
辰
初
」
と
あ
る
か
ら
、
経
覚
は
午
前
七
時
ご
ろ
に
入
滅

し
た
よ
う
で
あ
る
。
尋
尊
の
も
と
に
は
泰
坊
・
泰
弘
の
二
人

が
知
ら
せ
に
来
た
。
昼
の
十
二
時
ご
ろ
ま
で
は
内
密
に
し
て
、

己
心
寺
に
葬
儀
の
板
輿
や
細
々
し
た
段
取
り
に
つ
い
て
申
し

伝
え
た
。
経
覚
の
入
滅
を
知
っ
て
古
市
一
族
が
小
衣
を
着
し

て
総
出
で
見
参
し
、
尋
尊
の
院
に
も
立
ち
寄
っ
た
。

尋
尊
が
葬
儀
の
日
取
り
な
ど
に
つ
い
て
陰
陽
師
の
賀
茂

-172-
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『献立紅型鯵』の茶

大東院南築地塀跡

友
幸
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

二
十
九
日
の
申
時
(
午
後
四
時

頃
)
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
。
得
噂
は
、
申
時
に
弊
悦
を
行
う

旨
を
古
市
氏
に
申
し
入
れ
て
、
お
供
や
そ
の
他
に
つ
い
て
は

泰
坊
に
都
備
す
る
よ
う
申
し
付
け
て
い
る
。
安
位
寺
殿
こ
と

経
日
比
が
文
安
四
年
よ
り
古
市
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

今
年
で
二
十
七
年
目
で
あ
る
と
尋
噂
は
感
慨
深
げ
に
記
し
て

い
る
。
い
か
に
経
党
と
古
市
氏
の
関
係
が
親
密
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
物
詩
る
尋
噂
の
感
慨
で
あ
る
。

経
党
の
日
記
に
古
市
氏
が
受
場
す
る
の
は
、
嘉
吉
三
年

(
一
四
四
一
ニ
)
四
月
六
日
で
あ
る
。
月
次
述
駄
の
来
会
衆
の

一

人
に

「古
市
胤
仙

〔術
郎
研
ご
の
名
が
見
え
る
。
そ
の
日
の

記
事
に
、
「
事
終
了
有
抑
制
口
」
と
あ
る
か
ら
、
述
紙
会
の
後
で

蹴
仰
の
練
習
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
古
市
氏
は
興
縞
寺
の

衆
徒
で
あ
る
か
ら
、
興
〕仙
寺
の
別
当
に
な
っ
て
い
る
経
党
と

関
係
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
当
日
の
顔

ぶ
れ
を
見
る
と
、出世十舟

・
災
意

・
消
祐
法
眼

・
降府内

・
木
山

・

町民秀

・
善

康

懐

弘

・
道
英

・
鼠剛山

・
倣

全

宮

鶴

教

法

院

消

承

・
経
覚
と
い
っ
た
僧
侶
中
心
で
あ
り
、
胤
仙
は
破

一171ー
( 16) 

絡
の
扱
い

で
あ
っ
た
。



言語と文化第15号

と
い
う
の
も
、
そ
の
後
の
表
現
を
み
る
と
、
「
兵
士
〔
古

市
、
但
代
官
一
族
〕
」
(
嘉
吉
三
年
四
月
九
日
)
、
「
兵
士
古
市

依
鳥
見
煩
罷
出
了
」
(
同
年
五
月
五
日
)
、
「
兵
士
古
市
矯
磨
房

相
替
五
日
歴
々
也
」
(
同
年
五
月
十
日
)
と
あ
り
、
胤
仙
は
兵

士
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え

る
と
、
「
兵
士
」
を
文
雅
の
会
で
あ
る
「
連
歌
会
」
に
は
呼
ば

な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
胤
仙
は
度
々
経
覚
の
連
歌
会
に
召
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
翌
嘉
吉
四
年
正
月
六
日
の
連
歌
会
に
も
「
古

市
胤
仙
」
の
名
前
が
見
え
る
。
ま
た
、
嘉
吉
四
年
正
月
十
四

日
の
記
事
に
は
、

て
去
年
没
落
人
等
可
乱
入
南
都
之
由
結
構
、
東
西
馳

廻
旨
古
市
等
亥
刻
馳
申
了
、
仰
成
身
院
井
観
禅
院
仰
遺

了、

文教大学

と
あ
り
、
没
落
人
た
ち
が
南
都
に
乱
入
し
た
際
に
、
胤
仙
が

経
覚
の
た
め
に
東
奔
西
走
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
嘉
吉
三

年
四
月
に
連
歌
会
に
呼
ば
れ
る
以
前
か
ら
、
胤
仙
は
経
覚
と

親
し
い
関
係
に
あ
り
、
経
覚
に
そ
の
連
歌
の
教
養
を
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
兵
力
と
し
て
の
価
値
も
充
分
に
理
解
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

経
覚
が
古
市
郷
の
迎
福
寺
に
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
気
軽
な
連
歌
会
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
安
五

年
十
一
月
二
十
四
日
条
に
「
在
連
寄
、
播
州
以
下
十
余
人
、

発
句
予
沙
汰
了
」
と
あ
り
、
播
州
こ
と
古
市
胤
仙
と
そ
の
関

係
者
十
人
が
、
経
覚
と
の
連
歌
会
を
楽
し
ん
で
い
る
。
同
六

年
正
月
二
十
六
日
条
に
も
「
於
古
市
城
在
連
帯
云
々
」
と
あ

り
、
ま
た
同
年
二
月
七
日
条
に
は
「
今
日
三
百
韻
在
之
、
世

俗
古
市
播
州
沙
汰
之
、
済
々
煩
也
、
申
刻
事
終
了
、
其
後
有

風
目
、
予
入
了
」
な
ど
と
み
え
る
。
両
者
の
関
係
は
処
々
に

見
出
せ
る
が
、
連
歌
会
や
風
呂
を
楽
し
ん
だ
様
子
が
い
く
つ

も
見
出
せ
る
。
経
覚
の
迎
福
寺
下
向
以
前
に
も
、
文
安
元
年

(
一
四
四
四
)
二
月
十
一
日
条
に
は
、

て
古
市
陣
へ
遺
櫨
了
、
日
々
随
分
粉
骨
之
故
の
ミ
な

ら
ず
、
京
都
・
門
跡
之
奉
公
、
兼
寺
社
之
忠
者
也
、

と
あ
り
、
胤
仙
の
忠
勤
振
り
が
経
覚
に
褒
め
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
事
実
、
古
市
胤
仙
は
相
当
な
忠
勤
を
励
ん
で
い
た
。
『
経

覚
私
要
紗
』
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
古
市
氏
の
記
事
が
記
さ

れ
て
い
る
。
古
市
氏
は
澄
胤
の
時
代
に
、
か
な
り
あ
く
ど
く
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奈
良
・
南
山
城
内
で
の
勢
力
伸
張
を
図
る
が
、
胤
仙
の
時
代

は
勢
力
伸
張
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
経
覚
の
文
化
的
な
面
に
悲

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
覚
と
尋
尊
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
は
尋

尊
が
経
覚
を
嫌
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
五
年
九
月
十
五
日

条
に
は
、安
位
寺
殿
事
、
自
京
都
御
成
敗
以
後
予
令
入
室
子
細
条

々
井
自
立
野
殿
御
出
頭
以
後
、
猶
以
予
為
大
乗
院
之

由
、
謹
文
等
論
旨
同
詩
文
等
事
、

と
あ
る
よ
う
に
、
尋
尊
が
経
覚
と
の
関
係
を
明
確
に
切
り
離

し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
そ
う
い
っ
た
面
が
あ
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
経
覚
か
ら
尋
尊
へ
の
感
情
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
明

確
な
嫌
悪
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
経
覚
私
要
紗
』

寛
正
二
年
(
一
四
六
一
)
四
月
八
日
条
に
は
、

午
刻
出
禅
定
院
、
為
湯
治
也
、
今
日
尤
錐
可
為
水
湯
、

昨
日
令
行
水
之
問
自
今
日
薬
湯
引
僧
正
同
被
入
了
、

と
あ
り
、
経
覚
と
尋
尊
は
一
緒
の
薬
湯
に
入
っ
て
い
る
。
嫌

い
な
も
の
同
志
が
、
い
か
に
湯
治
の
た
め
と
は
い
え
、
同
じ

湯
に
入
る
と
は
考
え
が
た
い
。
日
記
は
個
人
的
感
情
も
ス
ト

レ
ー
ト
に
書
く
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
長
期
に
わ
た
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
ひ
と
つ
の
感
情
に
囚
わ
れ
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

こ
と
は
薬
湯
に
限
ら
ず
、
普
段
の
風
呂
に
関
し
て
も
、
お

互
い
に
入
り
あ
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
於
門
跡
有
風
呂
、
入
了
」

と
い
っ
た
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
「
向
禅
定
院
遊
了
」

(
『
経
覚
私
要
紗
』
寛
正
三
年
正
月
十
五
日
)
と
も
み
え
る
。

禅
定
院
は
尋
尊
が
住
し
て
い
る
寺
院
で
あ
る
。
文
面
上
は
両

者
の
交
流
は
む
し
ろ
さ
か
ん
で
あ
る
。

経
覚
は
食
べ
物
に
つ
い
て
の
関
心
も
深
く
、
日
記
に
も
そ

の
様
子
が
現
れ
て
い
る
。
寛
正
五
年
七
月
七
日
条
に
は
、
次

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

て
聖
護
院
准
后
被
送
状
、
昨
日
瓜
悦
賜
之
次
、
江
瓜

廿
館
賜
之
、
名
物
済
々
拝
領
賞
翫
無
比
類
之
曲
、
献
愚

報
了
、

聖
護
院
准
后
満
意
か
ら
昨
日
の
瓜
の
礼
状
と
江
州
瓜
が

贈
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
江
州
瓜
に
対
し
て
、
経
党
は
比
類
な
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き
名
物
で
あ
る
と
言
っ
て
喜
び
の
返
書
を
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
長
禄
元
年
(
一
四
五
七
)
十
一
月
十
八
日
条
に
は
、

一
、
江
州
納
豆
五
十
自
三
宝
院
給
之
、
好
物
之
間
殊
自

愛
之
由
返
答
了
、

と
あ
る
。
江
州
納
豆
も
ま
た
「
好
物
」
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
経
覚
は
比
較
的
詳
細
に
食
品
に
つ
い
て
の
記
事

も
残
し
て
く
れ
て
い
る
。
何
が
好
物
か
と
い
う
意
識
が
明
確

に
あ
る
人
物
は
、
き
ち
ん
と
し
た
食
文
化
記
事
を
残
し
て
く

れ
る
。
食
品
記
事
の
少
な
い
尋
尊
と
は
、
こ
う
い
っ
た
点
で

は
対
照
的
で
あ
る
。

文教大学

二
、
林
間
茶
湯
の
意
味

『
経
覚
私
要
紗
』
に
は
「
林
間
」
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し

ば
登
場
す
る
。
こ
れ
ま
で
「
林
間
」
と
は
「
淋
汗
」
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
「
淋
汗
」
と
は
仏
教
用
語
で
夏
の
風
自

の
こ
と
を
さ
す
。
い
く
つ
か
の
仏
教
用
語
辞
典
の
解
説
を
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

中
村
元
『
悌
教
語
大
辞
典
』
(
東
京
書
籍
、

一
九
七
五
年
)

【
淋
汗
】
淋
は
水
で
そ
そ
ぐ
こ
と
。
禅
宗
に
お
い
て
夏
の

入
浴
を
い
う
。
行
水
。

織
田
得
能
『
悌
教
大
辞
典
』
(
名
著
普
及
会
、
一
九
八
一

年
復
刊
、
一
九
一
七
年
初
版
)

リ
ン
カ
ン
淋
汗
「
雑
語
」
禅
家
に
夏
月
の
入
浴
を
淋
汗

と
云
ふ
。
琳
は
【
説
文
】
に
「
以
水
沃
也
。
」
蓋
し
熱
時

に
は
常
に
汗
あ
り
、
故
に
毎
日
入
浴
し
て
汗
を
沃
く
な

れ
ソ
。

と
あ
る
。
ま
た
土
井
忠
生
代
表
編
集
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編
五
』
(
三
省
堂
、
二

O
O
一
年
)
に
は
、
「
禅
家

で
、
汗
を
流
す
程
度
の
夏
の
風
呂
を
い
う
」
と
し
て
、
諸
本

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
淋
汗
〔
夏
風
呂
也
〕
」
(
下
学
集
)

「
淋
汗
〔
夏
中
風
目
〕
」
(
正
宗
・
天
正
・
易
林
節
用
)

「
淋
汗
〔
夏
中
風
日
也
、
僧
家
用
之
也
〕
」
(
広
本
節
用
)

「
禅
家
ニ
風
日
ヲ
リ
ン
カ
ン
ト
云
何
ゾ
。
淋
汗
ト
書
ク
。

汗
淋
ト
テ
夏
ノ
風
呂
ヲ
云
也
」
(
塩
嚢
紗
七
)

「
禅
宗
清
規
何
ト
ニ
モ
、
冬
寒
時
五
日
-
二
度
ヅ
ツ
入
浴

也
。
夏
中
日
々
淋
汗
ト
云
ゾ
。
:
・
淋
汗
ハ
ア
セ
ヲ
ソ
、
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jj!元大}f~院1m面l

ク
ノ
心
ゾ
」
(
湯
山
聯
句
抄
停
)

と
あ
っ
て
、
ど
の
辞
書
も
共
通
し
て
、
禅
宗
に
お
け
る
夏
風

呂
を
意
味
す
る
話
と
し
て
「
淋
汗
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
「
林
間
」
は
「
林
の
中
、
を
い
う
詩
初
」
(
『
同

代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
五
』
)
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、

「
淋
汗
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
『
日
葡
辞
書
』
に
も

「
E
E
x
-
E
E岳
(

林
の
間
)
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
淋
汗
」

と
の
共
通
性
は
な
い
。
し
か
し
、
『
経
党
ね
袈
紗
』
に
お
け
る

「林
川
」
が
夏
風
呂
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
間
逃
い
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
「
有
林
問
、
当
坊
上
人
焼
之
」
(
宝
徳
二
年
六
月

二
十
二
日
)
、
「
有
林
問
、
山
神
実
焼
之
」
(
宝
徳
二
年
七
月
三
日
)

等
の
よ
う
に
、
「
林
間
」
は
「
焼
之
」
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
風
呂
を
炎
く
行
為
が
「
林
間
」
に
あ
る
以
上
、
夏
風

呂
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
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、
史
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1
八
月
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か
け
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す
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だ
け
で
は
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に
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け
て
も
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浴
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え
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で
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ろ
う
。

と
こ
ろ
で
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林
間
」
に
つ
い
て
は
、
「
林
間
茶
揚
」
と
凶
字
削
問

茶
の
湯
と
結
び
付
け
て
理
解
さ
れ
て
き
た
絞
綿

語
に
し
て
、
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が
あ
る
。
そ
れ
は
永
島
福
太
郎
氏
の
次
の
論
考
に
知
実
に
現

れ
て
い
る
。

経
覚
の
も
と
に
は
遁
世
者
な
ど
の
文
化
人
が
螺
集
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
が
一
座
し
て
娯
楽
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
盆
風
流
と
か
ね
合
わ
せ
て
趣
向
を
こ
ら
じ
た
の
が

淋
汗
茶
湯
だ
っ
た
。
古
市
で
は
林
間
茶
湯
と
い
っ
て
い

る
が
、
文
字
ど
お
り
林
間
茶
湯
の
風
情
を
こ
ら
し
た
。

い
わ
ば
古
市
氏
が
貴
族
僧
侶
の
経
覚
の
慰
安
の
た
め
に

催
し
た
遊
興
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

永
島
氏
は
、
古
市
氏
が
文
明
元
年
(
一
四
六
九
)
五
月
二

十
三
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
に
か
け
て
十
二
回
も
淋
汗
茶
の

湯
を
催
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
五
月
二
十
三
日

条
に
は
、今
日
林
間
初
之
、
召
仕
者
共
並
古
市
一
族
若
党
相
交
可

焼
之
由
仰
付
了
、
於
風
目
ハ
茶
湯
在
之
、
茶
上
下
二
器

[
一
ハ
宇
治
茶
、
一
ハ
椎
茶
〕
、
白
瓜
二
桶
、
山
桃
一
盆
、

又
素
麺
在
之
、
荷
葉
相
副
之
「
有
黒
塩
」
、
樟
「
斗
櫨
五
」

置
之
、
予
入
畢
、
則
有
一
献
、
上
後
古
市
以
下
一
族
若

党
長
井
、
横
井
、
厳
原
者
共
大
方
百
五
十
人
計
入
云
々
、

文教大学

男
党
悉
上
テ
後
、
古
市
女
中
入
了
、
則
自
是
可
入
之
由

仰
故
也
、

と
あ
る
。
ま
ず
経
覚
が
入
浴
し
、
そ
の
後
、
茶
の
湯
が
催
さ

れ
て
い
る
。
お
茶
に
は
宇
治
茶
と
椎
茶
の
二
種
が
使
わ
れ
て

い
る
。
菓
子
と
し
て
白
瓜
と
桃
が
出
さ
れ
、
軽
食
に
は
素
麺

が
供
さ
れ
た
。
味
付
け
と
し
て
黒
塩
が
蓮
葉
に
盛
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
胤
栄
や
古
市
家
の
家
来
逮
百
五
十
人
も
入
浴

し
、
古
市
夫
人
・
女
中
衆
も
入
浴
し
て
い
る
。
翌
二
十
四
日

に
は
郷
民
も
入
浴
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る
。

同
年
七
月
三
日
条
の
記
事
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

今
日
有
林
問
、
迎
福
寺
坊
主
勝
観
坊
井
恵
光
坊
・
伯
書

記
・
今
阿
四
人
焼
之
云
々
、
折
三
合
・
瓜
済
々
、
値
等
、

又
有
茶
湯
、
文
被
立
花
、
風
呂
中
荘
観
見
物
ナ
ル
者
也
、

こ
の
時
は
、
古
市
家
で
は
な
く
、
迎
福
寺
の
僧
侶
達
が
林

聞
を
催
し
て
い
る
。
食
事
・
酒
宴
・
茶
の
湯
が
伴
い
、
さ
ら

に
立
花
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
と
、

ま
さ
に
「
淋
汗
茶
湯
」
が
古
市
氏
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
そ
う
簡
単
に
「
林
間
」
と
「
茶
の
湯
」
を
セ
ッ
ト
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に
し
て
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
く
と
も
右
の
史

料
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
「
林
間
茶
湯
」
と
い
う
熟
語
は

存
在
し
な
い
。
そ
の
う
え
、
林
聞
が
必
ず
し
も
酒
食
や
茶
の

湯
を
伴
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
表
2
「
『
経
覚
私
要
紗
』

の
茶
史
料
年
表
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
康

正
三
年
も
六
月
十
一
日
よ
り
七
月
五
日
ま
で
の
二
十
四
日
間

で
七
回
の
林
聞
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
茶
会
は
一
度
も
聞
か

れ
て
い
な
い
。
長
禄
二
年
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
五
月
四

日
か
ら
六
月
十
九
日
ま
で
の
四
十
四
日
間
の
聞
に
六
回
の
林

聞
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
茶
会
は
一
度
も
な
い
。

つ
ま
り
、
林
聞
が
行
わ
れ
る
と
必
ず
茶
会
が
催
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
林
間
と
茶
の
湯

は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
は
セ
ッ
ト
性
は
な
い

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
夏
季
に
行
わ
れ
た
風
呂
が
す
べ
て
林
間

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
享
徳
二
年
五
月
二
十
六
日
条
の
記

事
を
見
る
と
、

一
、
在
風
目
、
懐
舜
〔
観
禅
院
〕
焼
之
、
於
風
呂
以
藤

葉
素
麺
等
令
賞
玩
了
、
学
侶
・
方
衆
等
七
八
人
在
之
、

井
玄
深
・
経
胤
・
弊
舜
来
合
了
、

と
あ
る
。
時
期
的
に
も
五
月
と
い
う
夏
に
催
さ
れ
、
学
侶
・

六
方
衆
な
ど
の
複
数
の
人
々
で
、
風
呂
場
で
素
麺
等
を
食
べ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
林
間
と
は
-
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
康
正
三
年
六
月
二
十
六
日
条
の
記
事
を
み
る
と
、

有
林
問
、
明
教
焼
之
、
有
蓮
葉
素
麺
等
、
風
目
先
調
進

之
、
面
々
賞
翫
了
、

と
あ
る
。
林
聞
を
催
し
た
の
が
同
じ
く
僧
侶
で
、
複
数
の

「
面
々
」
が
風
自
場
で
素
麺
を
食
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い

る
が
、
こ
ち
ら
は
「
有
林
間
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
記
事
を
比
較
す
る
限
り
で
は
、
「
林
間
」
と
「
風
呂
」

に
違
い
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
五
年
五
月
二
十

日
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。

一
、
自
昨
日
善
勝
寺
之
勧
進
久
世
舞
於
西
伝
(
転
)
害

初
之
、
六
方
下
知
、
祇
園
郷
ニ
茶
屋
之
カ
サ
リ
仰
付
之
、

大
儀
之
沙
汰
也
云
々
、
在
風
呂
、
合
木
也
、

大
乗
院
に
お
い
て
も
風
呂
は
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
砥
園
郷
の
荘
民
に
茶
屋
飾
り
の
費
用
を
負
担

さ
せ
、
同
日
に
風
日
も
沸
か
せ
て
い
る
。
茶
会
が
催
さ
れ
た
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か
ど
う
か
は
確
実
で
は
な
い
が
、
五
月
と
い
う
夏
季
に
、
茶

屋
の
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
、
風
巴
も
焚
か
れ
て
い
る
の
に
、

林
間
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

克
正
三
年
六
月
十
四
日
条
に
は
「
有
風
目
、
入
了
、
林
間

也
」
と
あ
る
。
連
歌
興
行
や
茶
の
湯
な
ど
の
特
別
な
こ
と
を

し
な
く
て
も
、
風
目
だ
け
で
林
聞
が
成
立
し
て
い
る
。
一
方
、

風
自
の
後
に
茶
の
湯
を
行
う
の
は
夏
だ
け
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
寛
正
三
年
正
月
五
日
条
に
よ
る
と
、

一
在
風
日
初
、

(
中
略
)

文教大学

一
今
夜
有
茶
会
、
一
献
予
加
下
知
了
、
素
麺
以
下
三
献

在
之
、
今
夜
一
矢
数
不
動
寺
・
尊
藤
・
春
福
各
十
二
種

也
、
人
数
廿
人
在
之
、

と
あ
り
、
風
日
が
あ
っ
た
夜
に
茶
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
で

は
一
体
、
「
林
間
」
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
を
解

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
「
林
開
始
之
」
と
い
う
表
現

で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
自
今
日
林
間
在
之
、
播
州
始
之
」
(
宝

徳
二
年
六
月
七
日
)
、
「
林
開
始
之
」
(
康
正
三
年
六
月
十
一
日
)
、

「
自
今
日
林
開
始
之
、
覚
朝
焼
之
」
(
長
禄
二
年
五
月
四
日
)

と
い
う
表
現
は
、
林
間
と
い
う
も
の
が
、

の
で
は
な
く
、
何
日
間
か
連
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
予
想

さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
「
今
日
よ
り
林
間
の
時
期
に
入
り
ま
し

た
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
に
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
う
す
る
に
林
聞
が
始
ま
っ
た
こ
と
の
具
体
的
な
現
わ

れ
が
風
呂
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
風
自
の
後
に
は
食

事
が
あ
っ
た
り
、
酒
宴
が
聞
か
れ
た
り
、
連
歌
会
が
興
行
さ

れ
た
り
、
茶
会
が
催
さ
れ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
茶
の
湯
を
林
聞
と

直
接
結
び
つ
け
必
然
性
は
な
い
。
茶
の
湯
も
あ
く
ま
で
、
入

浴
後
の
一
つ
の
趣
向
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
淋
汗
の
風
目
は
、
こ
れ
ま
で
功
徳
風
呂
と
考
え
ら

れ
て
き
た
が
、
経
覚
の
日
記
を
見
る
限
り
で
は
、
必
ず
し
も

そ
う
と
は
い
え
な
い
。
経
党
の
風
呂
に
関
す
る
表
現
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
日
で
終
わ
る
も

-164一
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風
呂
功
徳
風
巴

里
湯
郷
湯
(
郷
風
呂
)



郷
功
徳
湯

薬
湯
(
薬
風
呂
)

水
湯
石
風
呂

『純党私要紗』の茶

毛
湯
番
湯功
徳
風
目
が
、
寺
院
が
民
衆
の
た
め
に
行
う
施
浴
風
呂
で

あ
る
な
ら
ば
、
里
(
郷
)
湯
・
風
目
は
民
衆
が
在
地
で
焚
い

た
風
巴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
里
(
郷
)
湯
・
風
呂
が
林
間
の
期

間
に
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
事
徳
二
年
は
五

月
三
日
に
林
聞
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
五
月
三
十
日
に
は
「
有

郷
風
呂
、
入
了
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
康
正
三
年
の
場
合

も
、
六
月
十
一
日
に
林
聞
が
始
ま
り
七
月
五
日
ま
で
は
林
間

記
事
が
確
認
で
き
る
が
、
や
は
り
同
年
六
月
三
十
日
に
「
有

郷
風
目
、
入
了
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

ま
た
古
市
氏
が
行
っ
た
林
聞
は
、
少
な
く
と
も
形
式
上
は

寺
院
に
よ
る
功
徳
風
呂
で
は
な
い
。
民
聞
が
焚
い
た
風
自
で

あ
る
。
林
間
に
施
浴
的
な
面
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
「
有
林
間
」
と
い
う
簡
潔
な
記
載
し
か
さ
れ
て

い
な
い
林
聞
に
関
し
て
は
、
在
地
の
人
々
が
多
く
入
浴
し
た

よ
う
に
は
思
え
な
い
。
経
覚
は
、
食
事
や
一
般
の
風

E
な
ど

に
つ
い
て
も
、
事
細
か
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
林

間
に
お
い
て
も
、
人
々
の
参
加
が
あ
れ
ば
比
較
的
正
確
に
記

録
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
民
衆

の
参
加
も
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、

広
く
民
衆
に
聞
か
れ
た
施
浴
と
し
て
の
林
聞
は
意
外
に
少
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
当
時
の
茶
会
の
あ
り
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
す

記
事
と
し
て
、
例
え
ば
嘉
吉
四
年
正
月
十
七
日
条
が
あ
げ
ら

れ
る
。
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入
夜
有
茶
会
、
其
衆
予
・
慶
寿
・
沙
弥
乗
観
・
良
均
房
・

英
盛
・
菊
寿
・
宮
鶴
、
一
勝
賞
翫
之
由
令
約
諾
了
、
慶

寿
一
勝
也
、
則
先
良
均
房
可
沙
汰
由
申
之
、
点
心
等
沙

汰
之
、
不
思
寄
者
也
、
予
沙
汰
事
可
為
後
夜
之
由
申
了
、

茶
会
で
慶
寿
が
一
勝
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
闘
茶
勝
負
を

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
確
に
な
る
の
は
文
安
四

年
正
月
十
日
条
で
あ
る
。



夜
茶
興
行
、
若
衆
等
十
八
人
、
懸
物
予
出
之
、
弓
一
張
・

杉
原
十
帖
・
円
鏡
一
面
・
髪
剃
一
手
・
扇
也
、
有
少
、

盃
但
面
々
日
中
酒
宴
、
事
外
沈
酔
之
口
及
大
飲
而
退
散

了、

ヨ語と文化第15け

若
衆
十
八
人
で
闘
茶
を
行
っ
た
が
、
そ
の
勝
負
の
景
品

(
懸
物
)
は
経
党
が
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
経
覚
が
出
し

た
景
品
は
、
弓
・
杉
原
・
円
鏡
・
髪
剃
・
扇
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
昼
間
か
ら
酒
を
飲
ん
で
お
り
、
そ
の
勢
い
で
夜
に
賭
け

事
で
あ
る
茶
会
を
催
し
て
、
「
大
飲
市
退
散
」
し
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

文教大学

こ
れ
は
室
町
初
期
の
パ
サ
ラ
の
茶
と
な
ん
ら
変
わ
り
が

な
い
。
規
模
が
縮
小
し
た
だ
け
で
あ
る
。
康
正
二
年
正
月
十

七
日
条
は
、
一
、
陰
陽
師
従
三
位
友
幸
直
垂
来
、
祝
言
申
之
閥
、
令

対
面
、
檀
紙
・
扇
遺
了
、
茶
両
種
[
本
非
]
給
之
、
仰
賞

翫
之
由
了
、

て
於
北
向
四
間
有
茶
会
、
知
意
賀
以
下
張
行
云
々
、

事
終
有
酒
宴
、
及
音
曲
乱
舞
了
、

と
あ
り
、
陰
陽
師
の
友
幸
が
本
非
二
種
類
の
茶
を
持
っ
て
き

た
の
で
、
早
速
、
賞
翫
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
向
き
四
聞
の

部
屋
で
茶
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
『
看
聞

御
記
』
な
ど
に
み
え
る
闘
茶
会
で
あ
る
。

も
し
林
間
茶
湯
が
存
在
し
た
と
し
て
、
そ
れ
が
施
裕
的
性

格
を
持
つ
な
ら
ば
、
茶
湯
も
振
舞
い
茶
的
存
在
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
茶
会
は
基
本
的

に
闘
茶
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
ど
れ
ほ
ど
の
民
衆
が
参
加
で
き

た
で
あ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。
よ
し
ん
ば
、
林

間
の
後
に
茶
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ご
く
限
ら
れ

た
人
々
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

林
間
と
茶
の
湯
は
単
純
に
結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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三
、
古
市
春
藤
丸
胤
栄

さ
て
、
文
明
元
年
の
林
聞
を
催
し
た
の
は
、
古
市
胤
栄
で

あ
る
が
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
寛
正
三
年

(
一
四
六
二
)
二
月
二
十
六
日
条
を
み
る
と
、

て
於
古
市
館
有
連
寄
、
可
来
之
由
申
間
向
了
、
春
藤



『経党私婆紗』の茶

発
句
沙
汰
了
、
有
一
献
・
供
御
等
、

と
あ
り
、
連
歌
が
古
市
館
で
興
行
さ
れ
、
そ
の
発
句
を
春
藤

丸
が
勤
め
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
春
藤
丸
こ
と
胤
栄
は
、

経
党
た
ち
を
招
い
て
連
歌
会
を
開
催
す
る
風
流
人
で
あ
り
、

発
句
を
担
当
す
る
こ
と
も
出
来
る
人
物
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
。
も
ち
ろ
ん
連
歌
会
の
場
所
が
古
市
館
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
主
人
に
花
を
持
た
せ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
が
、

古
市
氏
は
父
親
の
胤
仙
の
頃
か
ら
連
歌
に
親
し
ん
で
い
た
か

ら
、
息
子
の
胤
栄
の
実
力
も
さ
ほ
ど
低
い
も
の
で
も
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

父
胤
仙
の
連
歌
に
つ
い
て
は
、
嘉
吉
三
年
(
一
四
四
三
)

六
月
六
日
条
に
、

一
、
月
次
連
寄
在
之
、
発
句
予
、
頭
人
清
承
不
下
向
之

閥
、
予
沙
汰
了
、

い
と
早
く
秋
引
か
せ
の
扇
哉
脇
古
市
胤
仙

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
経
覚
の
評
価
に
適
う
読
み
手
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
経
覚
や
胤
栄
の
連
歌
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
興

味
深
い
記
事
が
あ
る
。
寛
正
三
年
三
月
十
九
日
条
で
あ
る
。

十
九
日
、
甲
寅
、
少
雨
、

今
日
可
有
連
寄
之
問
、
向
三
宝
院
門
跡
、
予
〔
生
少
衣
〕
・

斎
尊
・
経
胤
・
吉
阿
召
具
之
、
連
衆
未
整
之
問
、
理
准

后
閑
談
、
(
中
略
)
、
然
市
於
連
寄
先
始
之
、
発
句
惣
匠
、

庭
そ
こ
れ
花
さ
く
松
の
千
と
せ
山
能
阿
准
后

万
木
の
春

雨
の
日
ハ
か
す
ミ
の
こ
れ
る
方
も
な
し

こ
こ
に
見
え
る
「
能
阿
」
と
は
、
足
利
義
政
の
同
朋
衆
と

し
て
活
臨
し
た
能
阿
弥
の
こ
と
で
あ
る
。
能
阿
弥
は
応
永
四

年
(
一
三
九
七
)
生
ま
れ
で
、
文
明
三
年
(
一
四
七
一
)
年

に
没
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
六
十
六
歳
で
あ
る
。
実
は
能

阿
弥
の
記
事
は
、
六
日
前
の
三
月
十
三
日
条
に
も
み
え
る
。

(
有
カ
}

一
、
自
三
宝
院
白
書
状
、
昨
日
能
阿
〔
惣
匠
也
〕
不
来

之
間
無
念
問
、
両
三
日
内
可
召
之
由
存
候
、
光
臨
候
者

可
悦
存
云
々
、
令
在
京
必
可
参
之
由
申
返
事
了
、
昨
日

子
細
ヲ
ハ
今
朝
申
了
、

昨
日
の
連
歌
会
に
能
阿
弥
が
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
の

は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
か
ら
、
二
、
三
日
中
に
な
ん
と

し
て
も
能
阿
弥
を
召
し
寄
せ
よ
う
と
い
う
経
覚
の
感
慨
が
記

予
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さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
十
二
日
に
三
宝
院
に
お

い
て
、
当
代
一
流
の
文
化
人
た
る
一
条
兼
良
を
迎
え
て
の
大

連
歌
会
が
催
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
第
一
に
兼

良
で
あ
り
、
次
い
で
准
后
義
賢
・
経
覚
。
武
家
に
は
小
笠
原

美
乃
教
長
・
武
田
中
務
大
輔
賢
信
・
佐
竹
三
入
入
道
・
杉
原

伊
賀
守
賢
盛
・
姥
川
周
防
守
親
度
の
五
人
。
そ
れ
以
外
に
顕

郷
・
そ
の
息
子
・
惣
持
坊
行
助
・
聖
道
な
ど
計
十
人
が
お
り
、

古
市
一
族
の
畑
経
胤
も
参
加
し
て
い
た
。

十
四
日
以
降
も
連
歌
会
の
記
事
が
続
く
。
次
に
能
阿
弥
の

記
事
が
書
か
れ
る
の
は
、
さ
き
ほ
ど
の
三
月
十
九
日
条
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
能
阿
弥
は
京
中
よ
り
呼
び
出
さ
れ
て
、
十
八

日
か
十
九
日
に
醍
醐
三
宝
院
に
到
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
先

の
記
事
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

一
、
今
日
連
寄
惣
匠
能
阿
・
行
助
・
専
順
当
時
地
下
上

手
也
、
武
家
小
笠
原
美
乃
入
道
宗
元
・
杉
原
伊
賀
守
賢

盛
、
其
外
者
不
断
参
来
者
共
也
、
十
人
計
在
之
、

経
覚
の
念
願
か
な
っ
て
、
こ
の
日
は
能
阿
弥
が
参
加
し
て

く
れ
た
。
「
能
阿
・
行
助
・
専
順
」
の
三
人
が
、
当
時
の
地
下

人
の
中
の
名
人
宗
匠
で
あ
る
と
、
経
覚
は
評
価
し
て
い
る
。

文教大学

経
覚
の
連
歌
の
実
力
は
簡
単
に
は
か
れ
な
い
が
、
そ
の
造
詣

の
深
さ
は
こ
の
こ
と
よ
り
相
当
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
。
そ
の
経
覚
か
ら
、
古
市
胤
仙
・
胤
栄
は
一
応
の
連
歌
の

評
価
を
得
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
胤
栄
が
経
覚
の
日
記
に
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、

文
安
四
年
四
月
十
三
日
条
で
あ
る
。

胤
仙
ニ
大
刀
〔
守
次
〕
遺
了
、
畏
申
入
者
也
、
次
子
息

〔
九
歳
〕
為
礼
来
之
閥
、
食
健
一
〔
唐
〕
・
杉
原
十
帖
遺

了、
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こ
こ
で
は
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
年
齢
が
九
歳
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
同
年
四
月
十
九
日
条
に
は
「
子

息
小
法
師
丸
」
と
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
逆
算
す
る
と
、

胤
栄
は
永
享
元
年
(
一
四
三
九
)
生
ま
れ
で
、
幼
名
を
小
法

師
丸
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
小
法
師
丸
は
二

年
後
の
宝
徳
元
年
に
は
「
春
藤
丸
」
と
改
名
し
て
い
る
。
少
々

長
い
が
宝
徳
元
年
(
一
四
四
九
)
六
月
五
日
の
関
連
記
事
を

引
用
す
る
。

春
藤
丸
所
労
火
急
之
問
、
珍
事
云
々
、
品
川
重
雄
可
立
願
、

猶
無
心
元
之
問
、
予
秘
蔵
之
馬
〔
月
毛
〕
可
進
神
馬
之



『経党私婆紗』の茶

由
仰
付
了
、
尤
錐
可
付
し
、
遺
播
州
所
献
神
馬
可
祈
春

藤
所
労
之
本
復
之
旨
仰
遺
了
、
撰
手
長
申
者
也
、
然
及

難
義
云
々
、
則
当
坊
上
人
(
久
光
)
招
請
、
言
語
道
断

次
第
也
、
彼
春
藤
事
、
年
齢
雄
幼
稚
〔
十
一
歳
〕
也
、

心
操
ヲ
ト
ナ
シ
ク
シ
テ
成
長
人
ニ
モ
抜
群
者
也
、
此
間

又
手
ナ
レ
了
、
不
便
中
々
無
申
計
、
只
迷
惑
之
外
無
他

之
処
、
及
五
更
無
相
違
取
直
了
云
々
、
歓
喜
無
比
類
、

喜
悦
太
不
少
、
併
神
馬
等
献
上
之
故
敗
、

改
名
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
春
藤
丸
」
は
小
法
師

丸
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
春
藤
丸
の
年
齢
が

十
一
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宝
徳
元
年
に
十
一

歳
と
い
う
こ
と
は
そ
の
二
年
前
の
文
安
四
年
に
は
九
歳
と
な

り
、
先
の
文
安
四
年
四
月
十
三
日
の
記
事
と
符
合
す
る
か
ら

で
あ
る
。

だ
が
、
同
年
七
月
七
日
に
は
「
御
童
子
小
法
師
丸
」
と
記

さ
れ
、
翌
宝
徳
二
年
四
月
二
十
日
に
も
「
口
州
息
小
法
師
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
春
藤
丸
」
の
名
前
は
一
時
的
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
宝
徳
三
年
正
月
二
十
五

日
に
「
春
藤
〔
播
州
息
ご
と
記
さ
れ
て
以
降
は
、
「
春
藤
丸
」

が
通
称
と
な
る
。

考
え
る
に
、
文
安
四
年
四
月
十
三
日
に
小
法
師
丸
は
「
所

労
」
を
患
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
「
火
急
」
の
所
労
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
小
法
師
丸
は
突
然
、
大
病
を
患
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
改
名
し
て
本
復
を
願
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
本
復
後
は
、
本
来
の
小
法
師
丸
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
宝
徳
三
年
に
あ
る
こ
と

を
契
機
に
再
び
春
藤
丸
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

λ
ノ。
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そ
の
契
機
と
は
小
法
師
丸
の
元
服
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
年
十
一
月
に
春
藤
丸
は
経
党
に
「
参

候
」
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宝
徳
三
年
十
一
月
十
六
日
の

こ
と
で
あ
る
。

一
未
刻
播
州
息
春
藤
丸
召
愚
部
屋
問
、
則
着
当
色
了
、

父
子
少
膳
用
意
之
、
其
外
来
者
共
能
(
輿
)
之
畢
、
両

瓶
・
一
合
・
腐
一
持
参
了
、

(
中
略
)

一
自
門
跡
宛
春
藤
丸
少
恩
給
之
、
自
先
年
執
達
之
事

也
、
当
参
候
之
目
、
殊
祝
着
之
由
播
州
申
之
、
例
大
刀



言語と文化第15サ

一
腰
口
口
口
口
数
云
々
、

「
参
候
」
と
は
「
貴
人
の
も
と
へ
参
上
し
て
ご
き
げ
ん
を

う
か
が
う
こ
と
」
(
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
)
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
興
福
寺
の
衆
徒
と
し
て
、
長
老
で
あ
る
経
覚
に
正
式
謁

見
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
門
跡
尋
尊
か
ら
恩
給
を

賜
っ
て
い
る
の
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
ま
た
、
こ
れ
以

降
、
「
小
法
師
丸
」
が
登
場
し
な
い
こ
と
も
、
小
法
師
丸
H
春

藤
丸
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
年
齢
雄
幼
稚
〔
十
一
歳
〕
也
、
心

操
ヲ
ト
ナ
シ
ク
シ
テ
成
長
人
ニ
モ
抜
群
者
也
」
と
手
放
し
で

経
覚
は
春
藤
丸
を
褒
め
ち
ぎ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
経
党

の
考
え
た
よ
う
に
順
調
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
父
胤
仙
の
死

が
突
然
、
春
藤
丸
を
襲
う
こ
と
に
な
る
。

胤
仙
は
享
徳
二
年
(
一
四
五
三
)
の
年
末
に
病
に
犯
さ
れ

病
没
し
た
た
め
、
春
藤
丸
は
十
五
歳
で
古
市
本
家
を
継
承
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
康
正
二
年
(
一
四
五
六
)
頃
か

ら
、
正
式
に
古
市
家
の
主
に
な
っ
た
よ
う
で
、
経
覚
へ
の
音

物
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
三
年
七
月

二
十
日
に
窪
城
順
専
の
女
を
妻
に
迎
え
て
い
る
。
こ
の
時
十

文教大学

九
歳
で
あ
る
。

ま
た
、
康
正
二
年
正
月
十
五
日
に
は
「
古
市
兄
弟
」
が
登

場
す
る
。
兄
は
春
藤
丸
胤
栄
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
弟

は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
後
の
澄
胤
そ
の
人
か
も
し
れ
な

い
。
長
禄
三
年
(
一
四
五
九
)
正
月
一
日
条
に
は
「
藤
寿
丸

〔
古
市
弟
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
春
藤
丸
は
寛
正
六
年
(
一
四
六
五
)
八
月
二
十

八
日
、
出
家
し
て
胤
栄
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
時

に
は
古
市
一
族
の
主
導
権
は
山
村
武
蔵
坊
胤
慶
に
移
っ
て
お

り
、
文
正
元
年
(
一
四
六
六
)
七
月
十
三
日
に
は
両
者
は
衝

突
し
、
胤
慶
が
逐
電
す
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
に
は
、
胤
栄
は
家
督
を

弟
澄
胤
に
譲
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
要
は
古
市
一
族
が
乱
世
を
生
き

ぬ
く
た
め
に
は
、
弟
澄
胤
の
方
が
適
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
家
督
交
代
後
も
胤
栄
は
古
市
西
家
と
し
て
澄
胤
に

協
力
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
胤
栄
が
納
得
し
た
う
え
で

の
家
督
交
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し



く
す
れ
ば
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
勃
発
す
る
以
前
の
年
少
期

に
、
経
覚
と
い
う
文
化
人
と
の
交
わ
り
を
深
め
た
こ
と
が
、

胤
栄
に
と
っ
て
武
力
・
軍
事
面
よ
り
も
文
化
的
な
面
を
強
く

育
て
た
と
考
え
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
弟
澄
胤
の
茶
の
湯
と
の
関
係
で

改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『経覚私要紗』の茶

[
註
]
(
1
)
永
島
氏
の
研
究
は
、
『
茶
道
文
化
論
集
(
上
・
下
)
』
(
淡

交
社
、
一
九
八
二
年
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
永

島
「
珠
光
の
茶
の
湯
と
京
衆
」
(
『
茶
道
楽
錦
2

茶
の

湯
の
成
立
』
所
収
、
小
学
館
、
一
九
八
四
年
)
等
が
あ
る
。

(
2
)
永
島
福
太
郎
「
古
市
播
磨
と
林
間
茶
湯
」
『
茶
道
文
化
論

集
(
上
)
』
(
淡
交
社
、
一
九
八
二
年
)
。

(
3
)
中
村
修
也
「
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
み
え
る
茶
史
料
」

(
『
言
語
と
文
化
』
一
四
号
掲
載
、
二

O
O
一
年
)
。

(
4
)
室
町
末
期
に
お
け
る
古
市
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
熱

田
公
「
古
市
澄
胤
の
登
場
」
(
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究

部
会
編
『
中
世
日
本
の
歴
史
像
』
所
収
、
創
元
社
、

九
七
八
年
)
を
参
照
。

(
5
)
永
島
前
掲
註

(
2
)
論
文
。

(
6
)
古
市
氏
の
趣
向
性
に
つ
い
て
は
、
和
田
義
昭
「
中
世
南

都
の
郷
民
と
風
流
」
(
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編

『
中
世
日
本
の
歴
史
像
』
所
収
、
創
元
社
、
一
九
七
八
年
)

参
照
。

(
7
)
永
島
福
太
郎
「
第
七
章
郷
よ
り
町
へ
」
(
奈
良
市
史
料

編
集
審
議
会
編
『
奈
良
市
史
通
史
一
一
』
所
収
、
古
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
年
)
に
、
「
孟
蘭
盆
に
寺
院
で
は

功
徳
風
呂
を
設
営
し
た
。
施
浴
で
あ
る
。
そ
の
風
呂
場

に
茶
会
を
持
ち
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
淋
汗
茶
湯
は
闘
茶

会
を
さ
ら
に
風
流
化
し
た
も
の
。
貴
族
ら
の
遊
興
だ
が
、

こ
れ
を
田
舎
で
孟
蘭
盆
の
施
俗
に
組
み
合
わ
せ
た
の

は
前
代
未
開
で
あ
る
。
林
間
風
自
の
文
字
や
趣
向
は
文

化
人
経
覚
僧
正
の
発
案
で
あ
る
。
」
と
す
る
。

(
8
)
能
阿
弥
に
つ
い
て
は
、
山
下
裕
二
「
能
阿
弥
伝
の
再
検

証
」
(
『
美
術
研
究
』
一

1
八
号
、
一
九
九
一

1
八
年
)

参
照
。
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表 1.古市家系図

六長吉 胤
O警岡 | 慶
歳言尼
没

享胤播 吐
塑仙警甲後
一拘 女妻
年 A

没

胤由
次務
房

発
心
院

宜
胤
(
禅
実
房
)

人
澄胤
胤栄

藤小
寿法
丸師

丸
倫・
勧春
房藤
)丸

|
|
什
賢
日
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表
2 

『
経
覚
私
要
紗
』
の
茶
史
料
年
表

『経覚私要紗Jの茶

四 四 四 四 西
四 四 四 四 暦
七 五 四

文 文
嘉言ま 嘉吉

辛口
安 安
4 1 4 I 3 暦

1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 月

25 10 6 14 14 27 22 17 15 14 11 10 8 5 4 1 10 日

長 入 F主主 芝 キ右 有茶 茶在dコ』=z 均先良 入夜有 実意
オL
茶有 有茶L>. 

干茶主
f貞兼曽 有茶主台 霊祭葉

戊亥算 夜 舜 辻 舜 条
法 茶 権 il! dEZ企ζh 、 {曽 殿 dコヨshZ、t Jコ合~、、c 茶
印 興 上 0/ 

程無幾
之 房茶 正

1家商
正 廿

言摩為蔓
千子
座植
家 沙可会 入

{意実曽
茶
衆其

袋
夜

袋進十
口 進

若 両

東南襲 汰由衆其
来

十余
之

向 衆 双
{井幸三

櫨 正
皮面越 等 申予 有 之 人

智 十 円 保 之 茶 荷
JI.. 鏡 田 点雲

ぷヨ色=、、z 
柿 進枚染 人 il! 

イ寸 面 茶 1;- ，心
連

之
茶 懸 屋 衣 等沙 之
境 物 茶 ま弥 茶
予 子

宇焼
綾
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